
 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査の結果について②：国語 

 ４月 17 日（木）に行われた全国学力・学習状況調査の国語の分析結果を紹介します。 

前号でも示したとおり、本校の国語の結果は「概ね平均」でした。 

 領域ごとにみてみると、「⑴言葉の特徴や使い方に関する事項」で県・全国平均を上回ってお

り、成果と捉えています。 

 例えば、右の【ちらし】の下線部の漢字を変

換する際〔１会心 ２改心 ３改新〕の中から

適切なものを選択する１一の問題〔正解は 1〕

は全国を 3.0 ポイント上回りました。 

 また、事象や行為を表す語彙として「しきりと」の意味として〔１寂しげに ２改めて ３

何度も ４注意深く〕の中から適切なものを選択する３三の問題〔正解は 3〕は全国を 7.5 ポ

イントも上回っています。 

 このように、言葉の特徴や使い方を正しく理解していることがうかがえます。 

一方、「A 話すこと・聞くこと」の領域に加え、記述式の問題全てで県・全国平均を下回って

おり、課題と捉えています。 

 例えば、昨年の小学生の感想を基に、美術展のチラシを更新する１四の問題は、全国を

11.9 ポイント下回りました。 

 指示された条件に基づいて、複数の情報を関連

付けながら、接続語や指示語を適切に使って、自

分の考えを書くことに課題があるようです。 

 リーディングスキルの「係り受け解析」や「照

応解決」「推論」を念頭に置きながら、授業での

指導はもちろん、リーディングスキルノートによ

る家庭学習で、課題解決を図っていく予定です。         【文責：校長 工藤雅史】 
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